
 
 

Ⅱ．調査概要 

 

本報告書では、以下の国際規格案について、情報収集及び調査・検討を行った。 

 

(1)  構造安全 

(2)  火災安全 

(3)  建築物の省エネルギー性能 
 

なお、調査・検討は、以下の手順で行った。 
1. 「構造安全」、「火災安全」及び「建築物の省エネルギー性能」に関する ISO 規格（以下、「対

象 ISO 規格」という。）に関する情報収集 
2.  収集した情報の整理・分析 
3.  委員会の設置及び対処方針案等の検討 
4.  対処方針案等のとりまとめ 

 
加えて、今後、議論が起こりそうな建築・住宅に関連する ISO 規格に係る各国の動向等について情

報収集し、我が国にとって重要性が増すと考えられる事項について整理を行った。 
 

また、情報収集のため、以下の国際会議に出席をした。 
項目 会議名称 日時 場所 人数 
(1) 構造安全 ※ISO/TC98/SC2/WG11 

（構造物のリスクアセスメン

トに関する一般原則） 

2018 年 5 月 5 日～9
日 

カナダ 
レイクルイーズ 

3 名 

ISO/TC98（構造物の設計の基

本） 
ISO/TC98/SC1（用語と記号） 
ISO/TC98/SC2（構造物の信頼

性） 
ISO/TC98/SC3（荷重、外力及

びその作用） 

2018 年 11 月 12 日

～16 日 
チェコ 
プラハ 

9 名 

(2) 火災安全 ※ISO/TC92/SC1（火災の発生

と発達） 
※ISO/TC92/SC2（火災の封じ

込め） 
※ISO/TC92/SC3（人間及び環

境への火災による脅威） 
※ISO/TC92/SC4（火災安全工

学） 

2018 年 4 月 9 日～

13 日 
カナダ 
サレー 

11 名 

ISO/TC92（火災安全） 
ISO/TC92/SC1 
ISO/TC92/SC2 
ISO/TC92/SC3 
ISO/TC92/SC4 

2018 年 10 月 8 日～

12 日 
オランダ 
デルフト 

16 名 

(3) 建築物のエ

ネルギー性能 

TC163（建築環境における熱的

性能とエネルギー使用） 
2018 年 9 月 24 日 

～28 日 
ノルウェー 
オスロ 

10 名 

TC163（建築環境における熱的

性能とエネルギー使用）/SC2
（計算方法） 

2017 年 9 月 27 日 
 

ノルウェー 
オスロ 

4 名 

TC163/WG4（TC163 と TC205
のジョイントワーキング 

2018 年 9 月 25 日 
～26 日 

ノルウェー 
オスロ 

3 名 

TC205（建築環境設計） 2018 年 9 月 26 日 
～29 日 

ノルウェー 
オスロ 

18 名 

※本調査以前 
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Ⅲ．調査結果の概要 
 
(1) 構造安全 
 
① 対象ISO規格の状況と今年度に開催された会議内容のまとめ 

 
■ SC1（用語と記号） 

・ 2014 年度に定期見直しが実施された ISO 8930:1978（同義語リスト）の改訂について、2017
年度より活動を開始した。改訂は SC1 直下で行われ、プロジェクトリーダーはオーストラリ

アの SC1 議長が担当する。 
 

■ SC2（構造物の信頼性） 
・ ISO 2394:2015（構造物の信頼性に関する一般原則）：TC98 の基幹となる規格のひとつである。

2015 年 3 月 4 日に改訂版が発行され、現在対応する JIS の原案を作成中で、2019 年 9 月に主

務大臣に申出を提出予定。 
・ ISO/NP 4356（使用限界状態における建物の変形）：1977 年に新規作成されて以来改訂されて

こなかったが、2014 年 9 月に改訂が決議され、2015 年度に WG が発足。2018 年度は第 3 回

国際会議が開催され、作成中の規格を IS から TR(テクニカルレポート)に変更することが決議

された。 
・ ISO/NP 13824（構造物を含むシステムのリスクアセスメントに関する一般的原則）：ISO 2394

の改訂に伴い、2016 年度に改訂 WG が発足した。コンビーナは日本の高田毅士教授。 
・ ISO/NP 22111（構造設計の一般的枠組み）：ISO 2394 が一般原則を規定するのに対し、より

具体的な設計の手法を規定している。コンビーナは日本の森保宏教授。 
・ ISO/NP 23618（免震構造物の設計の一般原則）：日本提案により実施した 2018 年 6 月の NP

投票の結果が承認多数であったため、2018 年 11 月の国際会議にて正式に WG の発足が決議さ

れた。コンビーナは日本の齋藤大樹教授。 
 

■ SC3（荷重、外力及びその他作用） 
・ 日本が幹事国で、高田毅士教授が議長を務める。 
・ ISO 3010:2017（構造物への地震作用）：初版以来、日本が先頭に立って開発した規格であり、

今回の改訂も日本からコンビーナを出している。2017 年 3 月末に IS を発行し、現在対応する

JIS 原案を作成中で、2019 年 9 月に主務大臣に申出を提出予定。 
・ ISO/AWI 10252（偶発作用）：衝撃荷重や爆発荷重等を対象とした規格。ユーロコードがベー

スであるが、一部日本より提案した「落石・土石流」も規格に入る予定である。 
 
 

②対処方針 
 
ISO/NP 13824、ISO/NP 22111、ISO/NP 23618とも、日本がコンビーナとして、原案を作成してい

る分野であり、積極的に対応していく。特にISO/NP 23618は、免震構造物ということで、日本がリー

ドしている分野でもあるので、積極的に対応していく。 
ISO/AWI 10252については、ユーロコードがベースとなっていることもあり、審議が難航しているが、

日本からも落石や土石流などに関し手提案しているところであり、積極的に対応していく。 
 さらに、SC3 は日本が幹事国であり、議長も日本であることから、積極的に対応していく。 
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 (2) 火災安全 

 

①対象 ISO 規格の状況と今年度に開催された会議内容のまとめ 

 

■ SC1（火災の発生と発達） 
・SC1 の構成 
 WG5 ：Small and bench scale fire test methods（小規模火災試験方法） 
 WG7 ：Large and intermediate scale fire test methods（中・大規模火災試験方法） 
 WG10：Specification for measuring devices and instruments used in fire tests and 
     methodologies of analysis（火災試験で用いる測定機器及び分析手法） 

 WG11：Methods of use of reaction fire tests for fire safety engineering（火災試験の火災安全工

学への使用方法） 

 WG15：Joint WG between ISO/TC92/SC1 and ISO/TC126；Ignition propensity of cigarettes（た

ばこの着火性） 
・TC92/SC1 国内委員会の吉岡幹事が WG10 の新コンビーナに任命された。 
・日本提案である「サンドイッチパネル建築システムの火災反応試験－中規模箱型試験（Reaction to 

fire test for sandwich panel building systems -- Intermediate-scale box test）」に関する NP 投票

が回付された。投票の結果、承認され、ISO/AWI TS 23657 として登録された（プロジェクトリー

ダー：吉岡幹事）。 
・ISO/CD 1182 Reaction to fire tests for products -- Non-combustibility test（不燃性試験）の改正

点に関して、炉内温度測定熱電対が 1 本から 2 本へ増加することとなった。 
・外断熱材の火災に関係する ISO/WD 13785-2 Reaction-to-fire tests for façades -- Part 2: 

Large-scale test（ファサードの大規模試験）に関して、作業が遅れており、取り消しの可能性が出

てきた。 
・SC4/WG9（コンビーナ：原田委員）との JWG で、火災伝播の計算方法に関する作業が進められた。 
・ISO/TR 1169 Uses of reaction to fire test results（火災試験結果から内装材の燃焼性状を予測する

手法）シリーズに関して、1990 年代の技術ではあるが、有用なので保持すべきとの意見があり、

改訂の方向で検討が進められた。 
 

■ SC2（火災の封じ込め） 
・SC2 の構成 

WG1 ：General requirements（共通要求性能）  
WG2 ：Calculation methods（計算法）  
WG3 ：Fire resistance tests for doors, shutters and glazed elements（ドア、シャッター及びガ

ラス部材）  
WG4 ：Ventilation ducts and fire dampers（換気ダクト及び防火ダンパー） 
WG6 ：Sealed penetrations of fire resistant separating elements（防火区画貫通部のシール） 
WG8 ：Jet fires（音速で吹き付ける火災） 

 WG9 ：Joint between ISO/TC92/SC2 and ISO/TC178；Lift landing doors（ISO/TC92/SC2 と

ISO/TC178 の合同；エレベータ乗り場戸） 
WG11：Fire resistance of separating elements exposed to hydrocarbon type fires（炭化水素火災

に対する区画部材の耐火試験） 
 WG12：Pressure vessels subjected to hydrocarbon fires（炭化水素火災に対する圧力容器の耐火

試験） 

・ISO/WD 21524 Product standard fire resistance -- Active fire curtain barrier（アクティブファイ

ヤーカーテン）に関して、新たな耐荷重試験方法の提案が行われ、課題となる浮き上がりや面外へ

の変形、床面の着火等の扱いについて議論が行われた。なお、国内状況との整合を図るべく、取り

組んだ。 
・ISO/DIS 834-14 Fire resistance tests -- Elements of building construction -- Part 14: Specific 

requirements for the testing and assessment of applied fire protection to solid steel bar（鋼棒の

耐火試験）に関して、非載荷での試験方法となっているが、載荷試験が要求されるドイツが反対し

ている。また、Hydorcarbon fire に関して、ISO834-1 と EN1363-1 との調和を図るための検討が

進められた。 
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・WG2 で検討されている放射計算の文書に関して、日本メンバー（原田委員、鈴木委員、水上 SC2WG
委員）とプロジェクトリーダーが協議し、文書の目的、記載内容の修正点について確認が行われた。 

・WG8 の Jet fires と WG11 の gas explosions については、建築火災と性質が異なるため対応が難し

い。なお、規格の見直し、開発が行われており、作業の状況について確認が行われた。 
・WG12（圧力容器の耐火試験）の作業に関して、国内関係者の参画を検討しているが、難航してい

る。 
・ISO 10295-2 の SR 投票を目的として、WG6 Sealed penetrations of fire resistant separating 

elements が再稼働することとなった。 
・材料の特性値に関する調査については、担当者の引退の影響もあり進展していない。 
 

■ SC3（人間及び環境への火災による脅威） 
・SC3 の構成 
 WG1 ：Fire model（火災モデル） 
 WG2 ：Fire chemistry（分析法） 
 WG5 ：Prediction of toxic effects of fire effluents 燃焼生成物の毒性作用の予測） 
 WG6 ：Fire threat to the environment（環境への火災による脅威） 
・ISO/DTS 12828-3 Validation method for fire gas analysis -- Part 3: Considerations related to 

interlaboratory trials with fire effluents chemical analyses（第 3 部：燃焼ガスの化学分析を伴う

試験所間比較の検討）の DTS 投票に関して、Normative references に ISO/IEC 17043（適合性評

価−技能試験に対する一般要求事項）の記載がないので、コメントを付し賛成投票を行う予定であ

る。なお、SC3 では、FTRI などの分析器を扱っているため、試験結果の取り扱いかかる事項につ

いては、特に注意して規格作りを行った。 
・ISO TR 16312-2:2007 Guidance for assessing the validity of physical fire models for obtaining 

fire effluent toxicity data for fire hazard and risk assessment -- Part 2: Evaluation of individual 
physical fire models（各種火災モデルの評価法の事例）の SR に関して、日本からはガス有毒性試

験方法を紹介した。 
・ISO/PWI TR 29903-2 Guidance for the comparison of toxic gas data from different tests -- Part 2: 

Examples of application（異なるガス分析の適用事例）に関して、FTIR によるガス測定の試験結

果（試験装置：チューブ炉、コントロールコーン、スモークチャンバーの 3 種類、試験材料：12
種類）の報告があり、今後、試験法により結果がことなることの要因について検討が行われる予定。 

・ISO 19701:2013 Methods for sampling and analysis of fire effluents（火災生成物のサンプリング

と分析）に関して、SR 投票の結果を踏まえ、現在の文書で発行することとした。なお、ロシアと

イギリスからのコメントについては、抽象的な内容であったため、その意図を再度確認し、修正が

必要な場合は、次回 SR 時に対応することとした。 
・ISO/CD 13571-1 Life-threatening components of fire -- Part 1: Guidelines for the estimation of 

time to compromised tenability in fires（ガスの特性の評価に関する規格）に関して、CD 投票時

のコメント（4 ヵ国）を踏まえて文書を修正を行う。なお、ISO 13571:2012 で使用されている評

価式の扱いについては、提案式との違いを Part-2 の Annex に記載し、前述の規格は、DIS に進め

ることとした（既存規格はイギリス提案、新規規格はドイツ提案ということで、評価手法の取捨選

択で長年もめていたが、WG 内での投票が行われ、賛成 16、反対 6 となり、DIS に進めることを

推奨することとした。 
・ISO 26367 シリーズ（火災生成物の負の環境影響の評価に関する規格）に関して、第 1 部の一般事

項については、FDIS に進む。現在、第 3 部のサンプリングと分析に関する文書の準備が進められ

た。 
 
 
■ SC4（火災安全工学） 
・SC4 の構成 
 WG1 ：General principle and performance concepts（一般原則と性能の概念） 
 WG6 ：Design fire scenarios and design fires（設計火災シナリオと設計火災） 

WG7 ：Assessment, verification and validation of fire models and computer codes（火災モデル

及びコンピューターコードの評価、検証及び確認） 

 WG9 ：Calculation methods for fire safety engineering（FSE）（火災安全工学に用いる計算手法） 
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  WG10：Risk assessment（火災リスク評価） 
WG11：Behaviour and movement of people（人間の挙動） 
WG12：Structures in fires（火災時の構造挙動） 
WG13：Active fire protection systems（能動的防火システム） 

・日本提案である ISO/NP TR 20413 Survey of performance-based safety design practices in 
different countries（リスクベース火災安全設計に関する調査）に関して、各国からのコメントを

踏まえて WD を修正を行った。再度メンバーに照会する予定となっている。 
・日本提案である Discussion on Linking SC4 documents with P-B FSD structure（性能設計と SC4

文書との関連に関する文書）に関して、性能設計については、各国で体系が異なることが課題とな

っている。そのため、次回会議までに再整理と各国の性能設計の取り扱いについて調査を行う予定

である。 
・韓国のDr. Yichul ShinがPLを務める ISO/PWI 24678-9 Radiation heat flux received from ejected 

flame（開口部からの噴出火炎）に関して、NWI 投票に進むことが合意された。 
 

日本からは、以下の６つを提案している。 
１．SC1/WG7 ISO/AWI TS 23657 サンドイッチパネル建築システムの火災反応試験－ 

中規模箱型試験 
２．SC4/WG1 ISO/FDIS 23932-1 火災安全工学－一般原則 
３．SC4/WG1  ISO/NP TR 20413  火災安全工学－火災安全設計の事例調査 
４．SC4/WG1 ISO/PWI 23801 火災安全工学－火災リスクの視点に基づく建築物の火災安全設計の 

アプローチ 
５．SC4/WG9 ISO/PWI 20709 火災安全工学のための燃焼シナリオと材料試験法の関連 
６．SC4/WG9 ISO/DIS 24678-1 代数式に適用される要求事項 パート１：一般要求事項 
なお、ISO 23932-1 は 2018 年 9 月、ISO/TR24679-4 は 2017 年 8 月にそれぞれ TR が発行した。 
 

 

②対処方針 
 
火災安全の分野は、日本では、材料や構造の試験方法、避難安全検証法などは建築基準法と関連の深

い分野であり、積極的に関与していく。 
また、ISO/AWI TS 23657（サンドイッチパネル建築システムの火災反応試験－中規模箱型試験）に

ついては、日本が提案したものであり、積極的に対応していく。 
さらに、ISO/PWI 23801（火災安全工学－火災リスクの視点に基づく建築物の火災安全設計のアプロ

ーチ）、ISO/PWI 24678-1（代数式に適用される要求事項 パート１：一般要求事項）も、積極的に対

応していく。 
なお、日本は、SC1/WG10（火災試験で用いる測定機器及び分析手法）、SC4/WG1（一般原則とコン

セプト）及びSC4/WG9（火災安全工学のための計算法に関する規格化）のコンビーナ（主査）として

活動しており、これら活動を積極的に支援していく。 
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(3) 建築物のエネルギー性能 

 

①対象ISO規格の状況と今年度に開催された会議内容のまとめ 
 

 
■ TC 163（建築環境の熱的性能とエネルギー使用） 

2018 年 9 月にオスロで国際会議が開催され、国際会議の開催前の準備と会議後の報告を中心に、

TC163 国内分科会を 2 回開催した。 
 

■ TC163/WG4（包括的手法による建物のエネルギー効率） 
今年度は 9 月の TC163 のオスロ会議に合わせて第 17 回会議が開催された。TC163 と TC205 の両

TC にまたがる包括的なアプローチによる規格を扱うほか、EU の環境に関する指令の改訂に伴う

EPB（Energy Performance of Buildings）規格も扱っている。EPB 規格である ISO 52000-3（一次

エネルギー係数と CO2 排出係数の決定と報告）、ISO 52011-1（経済的評価－計算手順）及び ISO 
52011-2（ISO 52011-1 の技術報告書）の 3 つの規格が新規提案として登録された。 
 

■ TC163/WG6（断熱用語）：2017 年 7 月締切の ISO 9229（断熱用語）の改訂に際し、WG6 が設置

された。 
 
■ TC163/SC2（計算法） 
オスロ会議開催前の準備と会議後の報告を中心として、TC163 国内分科会と同時に、委員会を 2 回開

催した。ISO 15927-4（建築物の温湿度性能－気象データの計算と提示－第 4 部：冷暖房による年間エ

ネルギー使用の評価に用いる時間データ）は、2005 年 7 月に ISO が発行しているが、2018 年 11 月に

改訂に関する CIB 投票が行われ、日本は「改訂に賛成」投票を行ったところ、改訂されることとなった。

2019 年 1 月に PWI として登録された。 
 

■ TC163/SC2/WG4（産業用計算）：一度解散した WG であるが、2018 年 3 月の CIB 投票により、復

活が決定した。ISO 12241（建築設備及び産業用装置のための断熱－計算法）は、2008 年 6 月に ISO
が発行しているが、2017 年 12 月に改訂に関する CIB 投票が行われ、日本は「改訂に賛成」投票を

行ったところ、改訂されることとなった。コンビーナ兼プロジェクトリーダーとして、京都大学鉾

井名誉教授が決定した。 
 

■ TC163/SC2/WG9（伝熱計算）：伝熱計算の規格および EPB 規格も一部扱う。10 規格（ISO/FDIS 6946、
ISO/FDIS 10077-1、ISO/FDIS 10077-2、ISO/FDIS 10211、ISO/FDIS 12631、ISO/FDIS 13370、
ISO/FDIS 13786、ISO/FDIS 13789、ISO/FDIS 14683、ISO/DTR 52019-2）が 2017 年 1 月締切の

FDIS 投票と TR 投票で承認され、2017 年 6 月に IS（TR）発行となった。現行の作業項目が全て規

格化され、新規提案もなく、扱う規格が無くなったため、2017 年 9 月の東京会議で解散が決定した

(Resolution 245)。 
 

■ TC163/SC2/WG15（エネルギー性能計算方法）： EPB 規格を扱う。7 規格（ISO/FDIS 52010-1、
ISO/DTR 52010-2、ISO/FDIS 52016-1、ISO/DTR 52016-2、ISO/FDIS 52017-1、ISO/FDIS 52018-1、
ISO/DTR 52018-2）が 2017 年 1 月締切の FDIS 投票と TR 投票で承認され、2017 年 6 月に IS（TR）

発行となった。2017 年 9 月の東京会議において、新たな作業提案について議論され、Calculation of 
the energy performance of building integrated photo voltaic elements(BIPV)－建築外皮一体型太

陽電池のエネルギー性能計算と Dynamic transparent building elements－機能的透明建築部位の

NWIP を提案することが決議された(Resolution 248、250)。その結果、2018 年 4 月に行われた NP
投票において、日本は「賛成」投票を行い、ISO 52022-5 として、登録された。 

 
■ TC205（建築環境設計） 

TC の全体会議は、ほぼ毎年 1 回開催で、2018 年 9 月にオスロで開催され、昨年同様、関連する

TC163/WG4 並びに TC163 との共同開催となった。国内会議は東京会議の対策および報告会として 2
回開催、担当毎の規格の進捗状況報告や、投票に対しての審議・検討を実施した。 
 
■ TC205/AG1（ジョイントアドバイザリーグループ TC163-TC205 ISO 52000 ファミリーのコーデ
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ィネーション）：オスロ会議において、TC163 と TC205 にまたがる ISO 52000 ファミリーのコー

ディネーションを行うため、ジョイントアドバイザリーグループの設置が提案され、TC205/WG1
として設置されることが決定した（TC163 Resolution 4/2018、TC205 Resolution 334）。 
 

■ WG1（一般原則）：オスロ会議においてフランスから ISO 23744（屋内環境－既存建物の診断）が

提案され、PWI として登録された。 
 

■ WG2（省エネルギー建築設計）：オスロ会議で、2017 年 6 月に NWIP として承認された日本提案

の ISO/NP 22511（省エネルギー非住宅建築物における冷房需要削減のための自然換気設計プロセ

ス）について審議を行った。また、日本から ZEB (Net Zero Energy Building)へのアプローチ法に

対する規格を提案し、ISO 23764 として登録された。プロジェクトリーダーは、AGC の師尾委員。 
 

 
■ WG3（ビル自動管理制御システム（BACS）設計）：ISO 52120-1（ビル自動制御及びビル管理への

影響）及び ISO 52127-1（ビル管理システム）について、CD をスキップすることが決定した。ま

た、ISO 16484-2 （ビル自動管理制御システム第 2 部ハードウェア）は、オスロ会議で削除するこ

とが決定した。 
 

■ WG5（室内温熱環境）：室外防止のための屋内湿度設計については、JWG11 のプロジェクトに移

行した。 
 

 
■ WG7（室内視環境）：ISO/DIS 19454（視環境においてサステナビリティの原理を確保するための

採光用開口部の設計プロセス）：日本の古賀委員と三木委員がプロジェクトリーダー。2018 年 12
月締切で DIS 投票が実施された。 
 

■ WG8（輻射暖冷房システム）：湿式のラジエータ暖冷房システムの規格 11855 シリーズのうち、ISO 
11855-1~5 は東京会議で技術的変更を含まない改訂を行うことが決議され、新規プロジェクトとし

て承認され、2019 年 1 月に CD 投票が開始された。 
 

■ WG9（暖冷房システム）：ベルリン会議で新たに提案された NWIP（ISO/NP 52031 Energy 
performance of buildings -- Space emission systems (heating and cooling)）について 2017 年 4
月締切の NP 投票が実施され、新規プロジェクトとして承認された。TC205/WG2 と密接につなが

っているため、今後も連携して作業を進めていく必要がある。 
 

 
■ WG10（コミッショニング）：日本の宮田委員がコンビーナを務める日本提案の WG。2012 年に設

立決定。新規および改修建物の設計段階全体を対象としたコミッショニング、性能検証を実施する

ための建物環境設計手法、具体的なシステムおよび機器の性能検証手法をスコープとする。 
ISO/NP 19455-1（建築物のコミッショニングのための機能性能試験方法－２次ポンプ変流量シス

テム）：日本の宮田委員が Project leader。2013 年 12 月締切の NP 投票において、Expert の人数

が足りず、プロジェクト却下となっていたが、2014 年の無錫会議で再度 Expert を募り、審議を継

続することが決議された。その後、2016 年 3 月締切の NP 投票にて新規プロジェクトとして登録

を承認された。2016 年 9 月のベルリン会議において、プロジェクト名の変更と 2 つのパートに分

けることが決議され、東京及びオスロ会議で審議を行った。パート 1 は、ISO 19455-1（建築物の

コミッショニングのための機能性能試験方法 第 1 部 二次ポンプ変流量システム）についてじゃ、

2018 年 7 月に CD 投票が行われた。ISO 22708（高性能ビルコミッショニング）につては、オス

ロ会議で削除が決定。 
 
■ JWG11（湿害）：日本の高田委員がコンビーナを務める日本提案の TC163 との JWG。ベルリン会議

において、TC205 側に設立することが決定。2016 年 10 月に設立。 
ISO/NP 22185（湿害を防止するための建築環境設計）：日本の高田委員が Project leader。2017 年

2 月締切の NP 投票が実施され、新規プロジェクトとして登録を承認された。2018 年 4 月に WD
投票が行われた。 

2018(H30)年度



 
 

②対処方針案等 
 
日本から以下の６つの提案を行っており、積極的に対応していく必要がある。 
 
１．ISO/WD 12241（建築設備及び産業用装置のための断熱－計算法） 
 2008 年に ISO が発行されたが、10 年以上経っているため、改訂を行うこととなった。 
 
２．ISO/PWI TR 23764（ゼロエネルギー非住宅建築物へのアプローチ法） 

2017 年の東京会議において、ZEB (Net Zero Energy Building)に関するプレゼンテーションを

行い、2018 年オスロ会議において、TR として進めることが決定した。 
 
３．ISO/DIS 19455-1（建築物のコミッショニングのための機能性能試験方法－二次ポンプ変流量シ

ステム） 
日本から設備システムに関して、竣工以降における調整を前提に、初期設計と竣工後・運用期間の

調整計画を含めたライフサイクルでの設備システムの高機能実現のための業務や手順の規格化を目

指す提案を行ったものである。2018 年 7 月に CD 投票が終了。引き続きドラフトを作成中。 
 
４．ISO/DIS19454 （建築環境設計－室内環境－視環境においてサステナビリティの原理を確保す

るための採光用開口部の設計プロセス Building Environment Design - Indoor environment – 
Daylight  opening design process in order to ensure sustainability principles in visual 
environment） 
 昼光利用のための開口部の設計プロセスの規格化を目指す提案。2013 年 12 月締切の NP 投票にて、

承認条件を満たしていたにもかかわらず、提案者へ差戻し状態となったままでいたが、2014 年の無

錫会議にて強く働きかけを行い、再起動の決議に結びつけ、2015 年 1 月に、新規プロジェクトとし

て無事承認となった。2018 年 12 月 DIS 投票が終了。引き続きドラフトを作成中。 
 
５．ISO/NP22511（省エネルギー非住宅建築物における冷房需要削減のための自然換気設計プロセス

Design process of natural ventilation for reducing cooling demand in energy-efficient 
non-residential buildings）について、日本から提案。2017 年 6 月に新規プロジェクトとして承認さ

れた。ドラフト作成中。 
 
６．ISO/WD 22185（湿害防止のための建築部材及び建築環境設計）について、日本から提案。TC205
と TC163 のジョイントワーキング TC205/JWG11 として、2016 年 9 月に発足。 
日本がコンビーナとして、積極的に関与していく。 
 
また、電気・ガスといった個別の熱源を取り扱う規格が一段落したことから、実運転に近い多熱源を

考慮した規格についても積極的に対応していく必要がある。 
さらに、52000 シリーズとして規格の見直しを行う EPBD の改定が 2018 年に行われており、今後、

積極的に対応していく必要がある。 
規格そのものへの対応ではないが、TC163 と TC205 の作業項目に注視し、日本が不利益をこうむら

ないよう対応していく必要がある。52000 シリーズ等の規格番号の振りなおしに関しては、わかりや

すい順番となるよう、積極的に意見を述べていく必要がある。 
加えて、新TC257（改修計画、産業分野の計画並びに地域における省エネ決定のための一般的技術ル

ール）との協力も図っていく必要がある。 
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	・Line number32～34に関しては、(9.1)式のγsを削除する。
	・Line number39に関しては、変更後の文章(CD投票時)を正とする。
	・Line number41に関しては、10.1の一部を10.5へ移動する変更。
	・Line number45に関しては、火災下における記述を追記する。(CD投票時には追記済み)
	・Line number53に関しては、荷重組合せについてヨハン氏の文章を追記する。(CD投票時には追記済み)
	・Line number67に関しては、return valueをrecurrence valueに変更する。
	・Line number70～72に関しては、検討ケースを１つに絞ってTable B.6～B.9を作成する。
	(CD投票時には追記済み)
	・Line number76に関しては、オーストラリアの意見を尊重し、該当文章を消さない。
	2. その他
	次回WG(10/19)までに配布資料03-02とCD投票用ドラフトに目を通して頂き議論を進める。
	→了解。
	3. 次回会議予定
	日時： 2018年10月19日 (金) 16:00～
	場所： 建築・住宅国際機構(iibh)会議室
	内容：

	
	日 時 ：2018年10月19日 (金) 16:30～18:00
	場 所 ：■建築会館3F iibh会議室
	□建築会館3F 305会議室
	□建築会館3F 301+302 会議室
	□東京機械本社ビル6F
	出席者 ： 主査 森　保宏
	委員 高田　毅士、(西嶋　一欽)
	協力委員
	事務局 長瀬　拓也 (五十音順、敬称略、カッコ内欠席)
	配布資料 ：
	04-00 議事案
	1. 前回議事録に関して
	特に無し
	2. CD投票へのコメントへの対応
	森先生により作成いただいた、回答案に関して
	・コメント2のロバストネスに関する回答の表現を修正する。
	・その他の回答案についてWGにおいて承認された。
	3. 最新ドラフトに関して
	・AnnexBの表B.6～B.9に線を追記する。
	4. プラハ会議での会議資料の確認
	以下を会議資料として登録する。
	・最新ドラフト(本日のWGの内容を森先生に反映して頂いたもの)
	・CD投票のコメントへの対応案
	・ISまでのスケジュール案
	5. その他
	6. 次回会議予定

	
	日 時 ：2018年6月13日 (水) 15:00～17:00
	場 所 ：■IIBH会議室
	出席者 ： 主査 高田　毅士
	委員 秋山　充良、糸井　達哉、（大竹　雄）、（西尾　真由子）、西嶋　一欽、
	森　保宏
	協力委員
	事務局 長瀬　拓也 (五十音順、敬称略、カッコ内欠席)
	配布資料 ：
	09-00 議事案
	1. 前回議事録の確認 [資料 09-01]
	2. レイクルイーズ会議議事録(ロシアコメント込み)に関して [資料 09-02]
	4章(ドラフトへのコメントと議論)に、以下の4項目を追加し、e-committeesに登録する。
	・ A minimal set of the additional terms, supporting Clauses 3.2.1, 3.2.2, and 5.1 will be
	proposed by Russian delegation in mid of July 2018. The following systemic aspects will
	be covers (but not limited) – system goals, boundaries, structure, functions, behavior.
	・In Clause 4 and related annexes, the difference between “risk management goals” and
	associated “criteria” needs to be considered and contents need to be examined from this
	viewpoint.
	・Three-factor model of risk representation will be described in a new annex “Risk
	analysis of multi-hazards including terrorist attacks.
	・Three-factor model and a related new annex will be proposed by Russian delegation in
	mid of August 2018.
	3. ドラフトの修正に関して [資料 09-03]
	AnnexZをAnnexAとし、AnnexA～Hを一文字ずらしてB～Iとする。
	また、以下のAnnexJ～Mを新規に追加する。
	Annex J Examples of risk estimation
	Annex K Terrorist and Malevolent Events
	Annex L Examples of treatment of aleatory and epistemic uncertainties
	Annex M Three factor model of risk representation
	本文の追記・修正部分ついては、資料10-02「ドラフト本文の承認個所と保留個所」において承認さ
	れた部分をピンク色の網掛、保留の部分を緑の網掛として示す。
	また、3.22、及び6.3内の黄色網掛の部分に関しては、Igorからの改定案を待って修正する。
	4. スケジュールに関して [資料 09-04]
	・新規ドラフトの草案は7月中に行う。
	・CD投票は、プラハ会議(11/12)の結果を反映するため、会議１ヵ月後の12/15から8週間行う。
	・DIS登録と投票は、CD投票後に回覧半月、コメント反映１か月を経て4/2から20週間行う。
	・FDIS投票は、DIS投票後にコメント反映１か月を経て10/1から8週間行う。
	・IS発行の締切りの2/2までの余裕は6週間。
	5. その他
	・テロ攻撃に関するAnnexKを7月中に作成して頂き旨を、高田先生からマーク先生に要請して頂く。
	・スケジュールの修正案を事務局からメールする。
	6. 次回会議予定
	7. 次々回会議予定

	
	日 時 ：2018年8月10日 (金) 13:30～16:00
	場 所 ：■IIBH会議室
	出席者 ： 主査 高田　毅士
	委員 (秋山　充良)、糸井　達哉、(大竹　雄)、(西尾　真由子)、西嶋　一欽、
	森　保宏
	協力委員
	事務局 長瀬　拓也 (五十音順、敬称略、カッコ内欠席)
	配布資料 ：
	10-00 議事案
	1. 前回議事録の確認 [資料 10-01]
	2. ドラフト本文の承認個所と保留個所 [資料 10-02]
	・10.3にNOTE1として、悪意のあるリスクに関してはAnnex Jを参照するように追記する。
	・新規に追記された緑の網掛部分が承認された。
	・P4の黄色の網掛部分は削除し、ロシアからコメントを出してもらう。
	3. Annex案 [資料 10-03、04、05]
	【3.1　10-03に関して】
	・J1.3 文頭のThe risk is の後にsupposed to beを追記する。
	・表題を表の上に移動する。
	・数式(１)を積分の形に変更する。
	・文頭、文中のAnnex番号を修正する。
	・BCRに関する説明を追記してもらう。
	【3.2　10-05に関して。】
	・既往の研究をレビューするのではなく、例題の内容に特化した内容とする。→9月中頃まで
	・タイトルをExamples of risk estimationとし、残りをJ.1タイトルに組み込む。
	・式１、式2を上と合うように変更する。
	・式3にエンバラスメントのダメージを入れなくて良いか確認する。また、BDIの補足説明を
	追記する。
	・図1を簡略化した白黒の日本地図とし、後述されない場合はTownAを消す。
	・図2のシュミレーション結果は消す
	・図3、4、5は線種を分けて白黒にする。
	・図5を載せるのであれば、3.4にてモデル化の方法をより詳細にする必要がある。
	・Table.1のA、B、Eを小文字にする。
	・Refrenceを追加してもらう。
	4. その他
	マークシチュワートヘは高田先生から、秋山先生へは糸井先生からAnnex案へのコメントをお送りして頂く。
	5. 次回会議予定
	日時： 2018年10月19日 (金) 14:30～16：00
	場所： 建築・住宅国際機構(iibh)会議室
	内容：

	
	日 時 ：2018年10月19日 (金) 14:30～16:30
	場 所 ：■IIBH会議室
	出席者 ： 主査 高田　毅士
	委員 秋山　充良、糸井　達哉、(大竹　雄)、(西尾　真由子)、(西嶋　一欽)、
	森　保宏
	協力委員
	事務局 長瀬　拓也 (五十音順、敬称略、カッコ内欠席)
	配布資料 ：
	11-00 議事案
	1. 前回議事録の確認 [資料 11-01]
	2. プラハ会議での資料の確認
	以下を会議資料として登録する。
	・最新ドラフト(本日のWGの内容を森先生に反映して頂いたもの)
	・CD投票のコメントへの対応案
	・ISまでのスケジュール案
	3. ロシアによるドラフトの変更に関して [資料 11-02、03]
	< Introductionに関して>最初の3パラグラフがロシアに追記されたが。
	・第1パラグラフはOverarching以降を削除する。
	・第2パラグラフはthreatsをhazardに、structural health/functionality/performance/safety
	をstructural performanceに修正する。
	・第4パラグラフの最初の文の削除依頼を受け入れる。
	・Annexの章数が変更となる。
	<3.用語の定義の章へロシアから追加された用語に関して>
	・「3.2 analysis approach」「3.3 assessment approach」「3.20 risk factor」はAnnexBへ
	移動する。
	・「3.21 risk model」はAnnexB B.3の最初へ移動する。
	・「3.34 vulnerability」「3.34.1 vulnerability assessment」はAnnexBのP23の3行目の後へ
	移動する。
	・「3.9 predisposing condition」は削除する。
	・「3.28threat」は本文のみを3.7のNoteに加え、残りを削除する。
	・「3.29threat assessment」「3.30threat event」「3.31threat source」は可能であればAnnex
	に移動し、難しければ削除する。
	4. Annex案 [資料 11-02、03]
	・AnnexAに関して、ロシアにより追加されたA.2は構成上AnnexAの最後に移動する。
	・AnnexJに関して、J.3.4を一例の紹介という表現に変更する。
	・AnnexKに関して、K.1.1～K.1.3のタイトルを消す。また、K.4のタイトルを Consequencesから
	Consequence analysisに変更する。
	・AnnexLに関しては、今回は見送る。
	・AnnexMに関しては、AnnexAに組み込む形となっている。
	5. プラハ会議への準備
	糸井先生に本日のWGの内容をドラフトに反映して頂き、10/23までに事務局から資料を登録する。
	6. 次回会議予定

	
	日 時 ：2018年11月26日 (月) 11:15～13:15
	場 所 ：■IIBH会議室
	出席者 ： 主査 高田　毅士
	委員 秋山　充良、糸井　達哉、大竹　雄、西尾　真由子、西嶋　一欽、森　保宏
	協力委員
	事務局 長瀬　拓也 (五十音順、敬称略、カッコ内欠席)
	配布資料 ：
	12-00 議事案
	1. 前回議事録の確認 [資料 12-01]
	2. プラハ会議結果の反映 [資料 12-02、03、04]
	プラハ会議の議題に関して高田主査よりご説明いただいた。
	中央事務局に提出する議事録が承認された。
	3. 最新原稿に関して
	ロシアから提出されたコメントに対して議論が進められた。
	・（I.1)式の分母中の 241 と x の間に 中点を入れる。
	・（I.10)，（I.11)式の dv をイタリックとする。
	・図の番号が J.x から I.xに変更する。
	4. その他
	・WG11の議事録を事務局よりe-committeeに登録する。
	・海外メンバからのコメントが多い場合、CD投票前にもう一度国内WGを開催する。
	5. 次回会議予定

	
	日 時 ：2018年7月23日 (月) 18:00～20:00
	場 所 ：■建築会館3F iibh会議室
	□建築会館3F 304会議室
	□建築会館3F 306 会議室
	□東京機械本社ビル6F 会議室　Ｌ
	出席者 ： 主査 高橋　徹
	委員 神田　順、平田　京子
	事務局 西野加奈子、長瀬拓也 (五十音順、敬称略、カッコ内欠席)
	配布資料 ：01-00 議事 (案)
	1. ISO4356改訂までの方針に対するレビュー依頼 [資料 01-01]
	主査のkenny氏より、今後のプロジェクトの方針に対する意見を募集しているため、日本としての意見
	を取りまとめる。
	2. 委員からの改訂意見 [資料 01-02～06]
	各国の委員からの改訂意見を確認し、日本として提出すべき意見を取りまとめた。
	3. 建築基準法告示英文版 [資料 01-07]
	4. 改訂する場合のスケジュール
	改訂する場合のスケジュールを下記の様に整理し、提案の材料とした。
	5. 日本からの提案内容
	・ISO4356はCEN1990と整合させるべきとの意見があるが、基本的にはISO4356が準拠しているISO
	2394とCEN1990は既に一致している。
	・ISO4356のWDを期限内に完成させることは困難であるため、オプションCを選択することを提案
	する。そのためには、まず各章の草案を作成するためのメンバーを割り当てることが必要となる。
	・内容に関しては、 Chmielewski教授の提案に賛同するが、期限との兼ね合いから、本文は簡潔に
	する。附属書にはアメリカ、日本、オーストラリアなどを含むいくつかの加盟国の実際的な設計状
	況と基準を含めるべきである。
	6. その他
	本国内WGで議論した内容を、平田委員に英訳して頂き、提出する。
	7. 次回会議予定

	
	日 時 ：2019年1月16日 (火) 10:00～12:00
	場 所 ：■建築会館3F iibh会議室
	□建築会館3F 304会議室
	□建築会館3F 306 会議室
	□東京機械本社ビル6F 会議室　Ｌ
	出席者 ： 委員　　神田　順、平田　京子、高橋　徹
	事務局 西野加奈子、長瀬拓也 (五十音順、敬称略、カッコ内欠席)
	配布資料 ：02-00 議事 (案)
	1. TR(テクニカルレポート)について [資料 02-01]
	・TRへの変更の経緯に関して高橋先生からご説明いただいた。
	またTRの概要について事務局よりご説明した。
	・TRへの変更の経緯と全体スケジュールをTC98国内分科会にて説明する。
	2. スケジュール(Kenny先生提示)について
	Kenny先生により提示された全体スケジュール(下表)に対して、日本国内でのスケジュールについて
	議論された。
	・1月25日に、平田先生と高橋先生に日本担当分の原稿を作成して頂き、神田先生宛にお送りして
	頂く。
	・1月27日にKenny先生が来日されるため、その際に原稿をお見せする。
	・1月中に完成版をKenny先生及び高田先生にお送りする
	3. 日本の担当部分Importance classification for serviceabilityについて      [資料 02-07～08]
	日本には3ランク（品確法）あり，ユーロコードでは○ランク，ASCEでは△ランク，オーストラリア・
	ニュージーランドでは×ランク，というような現状分析を行い，課題を記述する，
	→素案は4つの例(CEN、ASCE、AS/MZS、日本)を記載して提出する。
	回覧後にコメントにて、他の国(中国など)の例を入れる希望があれば、追加を検討する。
	・それぞれの例は、ULSとSLSのどちらについて記載しているか明確にする。
	・体裁は6章の素案に合せて作成する。
	・02-07のAS/MZSの表はASCEの表に合わせて修正する。
	・日本のサービサビリティにおけるクライテリアを紹介する。
	→公共的に高いレベルの建築物(学校建築や津波避難建築物)でどの様になっているか、高橋先生か
	ら喜々津委員に問い合わせて頂く。
	→品確法内の構造躯体の損傷防止に関する記述を使用する。
	4. 日本以外の担当部分 [資料 02-04～06]
	5. 次回会議予定

	
	日 時 ：2018年4月3日 (火) 15:00～17:00
	場 所 ：■建築会館3F iibh会議室
	□建築会館3F 304会議室
	□建築会館3F 306 会議室
	□東京機械本社ビル6F 会議室　Ｌ
	出席者 ： 主査 斉藤大樹
	委員 可児長英、（川村　浩）、高田毅士、（高橋良和）、濱口弘樹、馮　徳民
	村上勝英
	事務局 西野加奈子、長瀬拓也 (五十音順、敬称略、カッコ内欠席)
	配布資料 ：03-00 議事 (案)
	1. 前回議事録の確認 [資料 03-01]
	・DifinitionsをDefinitionsに修正する。
	2. NPに向けての準備（WD見直し） [資料 03-02～03]
	3. 次回会議予定

	
	日 時 ：2018年4月12日 (木) 16:00～17:00
	場 所 ：□建築会館3F iibh会議室
	□建築会館3F 304会議室
	□建築会館3F 306 会議室
	■東京機械本社ビル6F 会議室　J
	出席者 ： 主査 斉藤大樹
	委員 可児長英、川村　浩、高田毅士、高橋良和、濱口弘樹、馮　徳民
	村上勝英
	事務局 西野加奈子、長瀬拓也 (五十音順、敬称略、カッコ内欠席)
	配布資料 ：04-00 議事 (案)
	1. 前回議事録の確認 [資料 04-01]
	今後のスケジュールに関して、第5回の国内WGは、ドラフトへの海外メンバーからのコメントが揃う5月30日に変更し、同時にTV会議を行うよう変更した。
	2. NPに向けての準備（WD見直し）
	【資料04-02】Draft [資料 04-02～04]
	3. 次回会議予定

	
	日 時 ：2018年5月30日 (水) 10：00～12：00、16:00～17:00
	場 所 ：■建築会館3F iibh会議室
	□建築会館3F 304会議室
	□建築会館3F 306 会議室
	□東京機械本社ビル6F 会議室　J
	出席者 ： 主査 斉藤大樹
	委員 可児長英、（川村　浩）、高田毅士、（高橋良和）、濱口弘樹、馮　徳民
	村上勝英
	事務局 （西野加奈子、）長瀬拓也 (五十音順、敬称略、カッコ内欠席)
	配布資料 ：05-00 議事 (案)
	1. 前回議事録の確認 [資料 05-01]
	2. NPに向けての準備（WD見直し） [資料 05-02～06]
	3. 次回会議予定

	
	日 時 ：2018年6月18日 (月) 15:00～17:00
	場 所 ：■建築会館3F iibh会議室
	□建築会館3F 304会議室
	□建築会館3F 306 会議室
	□東京機械本社ビル6F 会議室　J
	出席者 ： 主査 斉藤大樹
	委員 可児長英、（川村　浩）、高田毅士、（高橋良和）、濱口弘樹、（馮　徳民）
	村上勝英
	事務局 西野加奈子、長瀬拓也 (五十音順、敬称略、カッコ内欠席)
	配布資料 ：06-00 議事 (案)
	1. 前回議事録の確認 [資料 06-01]
	2. NPに向けての準備（WD見直し） [資料 06-02～03]
	3. 次回会議予定

	
	日 時 ：2018年8月28日 (火) 10:30～12:00
	場 所 ：■建築会館3F iibh会議室
	□建築会館3F 304会議室
	□建築会館3F 306 会議室
	□東京機械本社ビル6F 会議室　J
	出席者 ： 主査 斉藤大樹
	委員 可児長英、川村　浩、高田毅士、高橋良和、濱口弘樹、馮　徳民
	村上勝英
	事務局 西野加奈子、長瀬拓也 (五十音順、敬称略、カッコ内欠席)
	配布資料 ：07-00 議事 (案)
	1. 前回議事録の確認 [資料 07-01]
	・Annex Iのタイトルの表現が"mid-story"で問題ないことをKeri先生に確認。
	・各国への投票の進捗確認を確認して頂くため、SC2のメーリングリストを高田先生、斉藤先生にお
	送りする。また、SC2のセクレタリへは事務局よりヒアリングを行う。
	2. プラハ会議ワークショップ準備 [資料 07-02、03]
	・ワークショップの会場に関してはチェコのMilan Holicky先生、Jana Pallierova先生に協力して
	頂き、ISO会議と同じUNMZを使用可能になりました。(事務局)
	・ワーキンググループの場所、プラハ会議のプログラム内容を事務局から斉藤先生にお送りし、
	次に招待状を発送する際に追記して頂く。
	・ワークショップのプログラム案を斉藤先生に作成して頂く。
	・ワークショップ開始時刻はISO会議開始時刻(10時より)に配慮し11時ころからとする。
	3. NPに向けての準備（WD見直し） [資料 07-04]
	橋梁構造物の支障と免震に関して、建築物との違いと、劣化・変状に関する課題に関して、高橋先生
	解説して頂いた。以下、議論内容。
	・免震支承に関してはISO22762がゴム協会から発行されているが、今回作成するISOと連携してい
	ますか。(高橋委員)
	→今のところ連携はしていません。(事務局)
	→ISO22762はデバイスを対象としているのに対して、今回のISOはデバイスを用いた構造物の設計
	手法を対象としています。(高田委員)
	→可児委員がISO22762に精通しているので、必要な時は聞くことが出来ると思います。(馮委員)
	・教えて頂いた内容には、地震力の低減等の内容を含まれていませんでしたが、橋梁の免震化におい
	ては重要度が低いのですか。(高田委員)
	→今回は、橋梁と建築物の免震の違いと課題を中心にお話ししましたが、橋梁においても地震力の
	低減は大きな目的の１つとしています。(高橋委員)
	→橋梁における地震力の低減や、設計の手順に関しても、今後高橋先生に解説して頂きたい。
	(斉藤委員)
	・橋梁の鋼製支承の損傷数に比べて少ないため目立たないが、ゴム支承に重大な損傷が発生した事例
	も少なくない。(高橋委員)
	→免震ゴムの破断は建築においてはほとんど事例を聞かないが、違いはどこにあると思いますか。
	(濱口委員)
	→桁端部で損傷していることから、曲げが影響していると思います。(高橋委員)
	→複合的な力を考慮した試験が必要だが難しい。(高田先生)
	→設置環境の違い（雨、オゾン、塩など）も要因となっている可能性がある。(村上委員)
	・鉛プラグが分断して再結晶化しない事例があります。(高橋委員)
	→実際の面圧が設計値より低いことに着目するのは正しいと思います。(高田先生)
	→曲線橋の場合はアップリフトが加わっていることから、より面圧が下がっていると思われます。
	(高橋委員)
	4. 次回会議予定

	
	日 時 ：2018年10月3日 (水) 14:00～17:00
	場 所 ：■建築会館3F iibh会議室
	□建築会館3F 304会議室
	□建築会館3F 306 会議室
	□東京機械本社ビル6F 会議室　J
	出席者 ： 主査 斉藤大樹
	委員 （可児長英）、(川村　浩)、高田毅士、(高橋良和)、(濱口弘樹)、馮　徳民
	村上勝英
	事務局 (西野加奈子)、長瀬拓也 (五十音順、敬称略、カッコ内欠席)
	配布資料 ：08-00 議事 (案)
	1. 前回議事録の確認 [資料 08-01]
	特に無し
	2. NP投票結果 [資料 08-02、03]
	・事務局より、NP投票でのコメントを、回答用のフォーマットに直して、斉藤先生にお渡しする。
	・斉藤主査よりNP投票でのコメント対応案を作成して頂き、10/22に事務局よりプラハ会議資料とし
	て登録する。
	・事務局より今後のスケジュール案を作成し、議事録と合わせて回覧する。
	・来年の国際会議の前に一度集まってドラフト作成のための会議を行う。
	（４月の中国、７月のロシアでの免震関連の国際会議のどちらかと併せて行う）
	3. 海外の免震情報 [資料 08-04、05]
	・海外の免震の現状に関して、斉藤委員よりインドの国際会議での資料を、馮委員より中国での会
	議資料をご紹介いただいた。
	4. プラハ会議に関して
	・Annexの割り当てを以下の様に仮に設定した。
	・WGのアジェンダを作成するため、事務局より斉藤主査へ過去の参考例をお送りする。
	・海外メンバーの出席申し込みを、日本が窓口となって行えないか確認する。
	→各国の担当事務局からしか出席の申し込みは出来ません。
	5. 次回会議予定

	
	日 時 ：2018年11月28日 (水) 13:30～15:30
	場 所 ：■建築会館3F iibh会議室
	□建築会館3F 304会議室
	□建築会館3F 306 会議室
	□東京機械本社ビル6F 会議室　J
	出席者 ： 主査 斉藤大樹
	委員 可児長英、川村　浩、高田毅士、高橋良和、濱口弘樹、馮　徳民
	村上勝英
	事務局 長瀬拓也 (五十音順、敬称略、カッコ内欠席)
	配布資料 ：09-00 議事 (案)
	1. 前回議事録の確認 [資料 09-01]
	2. プラハ会議の報告 [資料 09-02、03]
	・新規WGとコンビーナ(斉藤先生)が正式に承認された。
	・タイトルが"Design principles…"から、"General principles…"に変更された。
	・Annexの割り当てが下記のように決定した。
	※AnnexL(レトロフィット)がイタリア、Annex(地下鉄上部の免震化)が中国から新たに提案された。
	AnnexA　Classification of isolation devices(Italy)
	AnnexB　Performance characteristics of isolation devices.(Italy)
	AnnexC　Equivalent linear analysis method.(U.S. or Japan)
	AnnexD　Time history response analysis method. (U.S. or Japan)
	AnnexE　Guideline for construction management of seismically isolated structures.(Japan)
	AnnexF　Guideline for maintenance of seismically isolated structures.(Japan)
	AnnexG　Guideline for the wind-resistant design of seismically isolated
	structures.(Japan)
	AnnexH　Guideline for piping and other non-structural elements.(Poland)
	AnnexI　Guideline for mid-story of seismically isolated buildings.(China)
	AnnexJ　Guideline for seismically isolated bridges.(Russia)
	AnnexK　Guideline for seismically isolated LNG storage tanks.(China,Russia)
	AnnexL　Guideline for seismic isolation retrofit of existing buildings.(Italy)
	AnnexM　Guideline for isolated over-track buildings.(China)
	・"isolation layer"の表現を"isolation interface"に変更する。
	・重心と剛心の距離の評価に関してはAnnexで記載する。
	・地震によって生じる上下振動による荷重も鉛直荷重に含むように変更する。
	・等価線形化のモデルに関してISO22762に書かれている可能性があるので、可児委員に相談する。
	・設計の仮定を超えた場合のフェールバックシステムに関して提案があったのでAnnexに記載する。
	→日本は設計に余力を持たせるようなフェールセーフ的な考え方をしているので、それぞれの考え
	方を併記する。また、フェールバックシステムを要求事項的に記載すると中間層免震が成立しな
	くなる恐れがあるため、表現には注意が必要。
	→アメリカの得意技術であるペンデュラムは、フェールバックとしての役割も期待できることから、
	この考え方を推奨してくる可能性がある。
	3. 最新ドラフト [資料 09-04、05]
	海外からのAnnex案に関して
	・AnnexAのアイソレータに日本が得意なハイダンピングを明記してもらえるように働きかける。
	・AnnexBには施工管理や検査の項目があるので、AnnexEやAnnexFとの兼ね合いを調整する必要が
	ある。
	・AnnexC(等価線形化)では、等価周期に関してEurocodeでは3秒以下、ASCEでは5秒以下と上限
	が定められているのに対し、日本は2.5秒以上と下限が定められているため、表現に注意する。
	・AnnexE(維持管理)の項目は免震協会のものを流用しているため、可児委員を通じて協会から使用
	許可を頂く。
	・AnnexI(中間層免震)で、中国から中間層免震の英訳をinter-storyとする要望があったが、
	mid-storyのまま進めることが決まった。
	→中間層免震に関しては、設計の仮定を超えた場合に関しての記載を提案する。
	4. スケジュールに関して [資料 09-06]
	5. 次回会議予定

	
	日 時 ：2018年9月18日 (木) 16:30～17:30
	場 所 ：■建築会館3F iibh会議室
	□建築会館3F 304会議室
	□建築会館3F 301+302 会議室
	□建築会館3F 306 会議室
	□東京機械本社ビル6F
	出席者 ： 主査 西田　明美
	委員 (香月　智)、(加納　俊哉)、(今野　久志)、園田　佳巨、(西嶋　一欽)、(濱本　卓司、(別府　万寿博)、(桝谷　浩)、(向井　洋一)
	事務局 長瀬　拓也 (五十音順、敬称略、カッコ内欠席)
	配布資料 ： 14-00 議事（案）
	14-01 議事録（案）
	1. 前回議事録の確認 [資料 14-01]
	2. CD投票結果について [資料 14-02～03]
	CDに寄せられた各国からの意見に対して下記の対応策を英訳してを提出する。
	・意見1への対応：担当であるTon先生に判断して頂く。
	・意見2への対応：λの定義を含め、Ton先生に判断して頂く。
	・意見3への対応：担当者に判断して頂く。
	・意見4への対応："quasi static analysis"の定義をする。
	・意見5への対応：意見の通り削除する。
	・意見6への対応：指摘を受け入れる。
	・意見7への対応：λの定義に関わるため、意見2への対応に従って修正する。
	・意見8への対応：文献{A1]を確認する（A.1の担当に対応して頂く）。
	・意見9への対応：文献{A1]を確認する（A.1の担当に対応して頂く）。
	・意見10への対応：記号の説明を修正する。
	・意見11への対応：バネマスに置き換えた数値だと考えられる。
	文献{A1]を確認する（A.1の担当に対応して頂く）
	・意見12への対応：vehiclesの事故発生頻度が圧倒的に高い。Lorryについては、文献[A13][A14]
	に示されている為、そちらを参照する
	・意見13への対応：A.2.1のa)-d)で対象とする車両の剛性を考慮して検討する、等を追記する。
	・意見14への対応：Figure 1に示す三角形の波形であること及び静的荷重として最大値を採用する
	ことを追記する。
	・意見15への対応：A.3の担当に確認して頂く。
	・意見16への対応：A.3の担当に確認して頂く。
	・意見17への対応：6.2.4のsmall aircraft　のsmallを削除する
	・意見18への対応：(A.16)(A.17)式のFc,Xの定義を追加する。
	3. DIS投票について [資料 14-04～06]
	4. その他
	5. 次回会議予定(仮)
	－　以　上　－


	
	日 時 ：2018年11月27日 (火) 10:30～12:00
	場 所 ：■建築会館3F iibh会議室
	□建築会館3F 304会議室
	□建築会館3F 306 会議室
	□東京機械本社ビル6F 会議室　Ｌ
	出席者 ： 委員　　石山祐二、伊藤弘
	事務局　長瀬拓也 (五十音順、敬称略、カッコ内欠席)
	配布資料 ：01-00 議事 (案)
	1. SR投票の方針 [資料 01-01～02]
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